
令和４年度 福津市立津屋崎小学校 学校経営の重点 

■津屋崎中学校区教育目標  

津屋崎・勝浦に学び，持続可能な社会の創り手となる子どもの育成 

■C.S.学校経営の基本理念 

１地域の願い，学校の目標を共に実現する教育活動を基盤にします。 

２確かな学力をもとに共働して解決する力を身に付けさせる指導の充実を進めます。 

３ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙの良さを積極的に活かします。 

４目標達成の為の役割を意識し，共働する取り組みで教育効果を高めます。 

■目指す C.S.学校像 

１地域に開かれた教育活動を行い，地域の人や保護者が行き交う学校 

２子供や教職員が地域の活性化に貢献する学校 

３小小，小中で連携し子供を育む学校 

４教師が互いに専門性を磨き合う学校 

 

重点目標 地域愛をもち，主体的に行動する子供の育成 

（地域への思いをもち，主体的に課題解決する子供の育成） 

 

 

 

【その為に】  

 

 

【こんなことを】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇対話活動の工夫 

〇振り返りの充実 

〇津屋崎に関わる生

活･総合教材の開発 

〇互いの違いを認め

合う学級集団づくり 

〇UD の授業づくり

の具体化 

〇小小，小中共働活

動 

 

 

〇これまでの取組を

活かす学習指導 

〇基礎基本の定着を

図る朝活動の充実 

〇週末課題の活用 

〇宿題等家庭学習へ

の一体的取組 

〇学習規律の徹底 

〇校区授業スタイル 

〇ブロッ子タイムの

活用  

 

〇地域学校協働本部

との計画的連携 

 

 

 

〇地域 GT，学習ボラ

の積極的登用 

〇地域と共に行う防

災訓練の推進 

〇地域・家庭と連携

した学び方の具体化 

 

 

 

〇互いに学び合う校

内研，教室訪問授業 

初任者研修 

〇各種研究会への積

極的参加による専門

性の向上 

〇校務分掌推進を通

した経営参画意識の

向上 

 

重点Ⅰ 

地域の願いに沿うｶﾘｷｭﾗﾑの進化 

重点Ⅱ 

自校で互いに切磋琢磨する人材育成 

互いに関わりあって

学ぶ環境をつくる 

継続的取り組みで学

力の基盤をつくる 

地域・家庭との連携

を強化する 

個々の力を組織的に

高める 

〇授業づくりへの

地域コーディネー

ター登用の日常化 

 

〇個々の経験をい
かすメンタリング
による指導力向上 

〇挨拶，黙働掃除 

 

■校務分掌運営の効率化 

〇学年組織と各委員会との連携 

■業務内容の精選 

〇目標に照らし削減 

■ICT 活用の日常化 

〇長所を生かす教育活動の開発 


